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6月の花：アナベル（西洋あじさい）
花言葉は「ひたむきな愛」

地方のかがやき

悠久の歴史を紡ぐロマンの町
未来を見つめるひまわりの町

香川県｜まんのう町
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十日町市松之山地域の小正月行事。
薬師堂のお堂から、
前年に地域の女性と結婚した男性が
雪の上に放り投げられる。
豪雪地帯ならではの風習。

石川・富山〜のれんくぐり
加賀友禅で仕立てた「花嫁のれん」を
婚家の仏間の入り口に掛け、
花嫁はこののれんをくぐって
仏前に挨拶をしてから結婚式へ。
加賀藩時代から伝わる風習。

愛知〜お菓子まき
名古屋では嫁入りの際、花嫁が実家を出るときや
婚家に入るときに、建物の2階などから
袋詰めのお菓子をまいて挨拶をする。
近年では家ではなく式場で行われることも多い。

岡山〜流しふくさ
結納時、男性側が女性側に

「寿」の字が入った赤色の風呂敷を贈り、
女性側は結納返しとともに

「寿」の字の入った紫色の風呂敷を贈る。

徳島〜初歩き
結婚式の朝、白むく姿の花嫁が婚家の
勝手口から入り、 仏壇と花婿の両親に挨拶。
その後、 「この家に染まった」の意味で
色打ち掛けに着替えて玄関から出て、
しゅうとめと一緒に近所に挨拶回りをする。

佐賀〜千代結び
結婚式の祝菓子として昔から使われているのが、

「千代結び」と呼ばれる砂糖菓子。
紅白のしっかり結び合う形から縁起物とされている。

沖縄〜カチャーシー
結婚式の招待状に返信用の
はがきを入れる習慣がない。
結婚式の参加人数は300〜500人。
最後はみんなで「カチャーシー」と
呼ばれる踊りを踊る。
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今月の お役
総務省　　　　   立ち ツール
Monthly MIC　　　　　　　　     Useful tool
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　「日本で働いている人はどのくらいいるん 帯」「労働・賃金」など17分野に整理して収
だろう?「」日本国内に小学校はいくつある 録しており、統計調査名などが分からなくて

んだろう?」 も、必要なデータを簡単に探し出せます。

　このように、ふと疑問に思ったことや、仕 　また、よく利用されている統計データは、

事・勉強などで正確なデータが必要になった グラフ化し、視覚的に分かりやすく表示して

ときは、ぜひ総務省のデータサイト「統計ダッ います。これらのグラフは、用途に応じて

シュボード」でチェックしてみてください。 データの追加や削除、時系列比較、地域間

　このサイトは、国や民間企業などが提供 比較などを簡単に行うことができます。

している約5,000の統計データを「人口・世 　皆さま、ぜひご活用ください。

•統計ダッシュボード　https://dashboard.e-stat.go.jp/
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「クーちゃん」は、宝くじ発売開始50周年を記念して、平成
7年に誕生した宝くじのマスコットキャラクターです。
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ん を れ 報 年、都 発 場 託

定 ど 可経は
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く行 ば 指 当 仕納 金せ へ して 宣費 道 表そ じめ に を 施い き た 定 せ
販め府 はん 、 の い 伝 組行な れ 当、 委 得ま 券た銀 ん会 抽 ま 都ら売 時 配県 託なて ） みど ぞ すせ の発行 上金れ せ送 す 市おれ効終を総 。 ん 図売 すどな 発 、付ま ん、 。 が除額 よ発成了 金 広柄計 るの売 47 証
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。

ど、 、び売立後 の当報選画で こ事元総都票

受託申請
発売などの事務委託
売りさばき状況の報告
収益金の納付

時効当せん金の納付
検査

都道府県・市
議会

発売額
付議

発売
議決

総務省
発売
申請

発売
許可

発売
公告

宝くじ券
の作成

広報
宣伝

宝くじ券
の配送

当せん金
の支払い

発売要項
の告示

 抽せん・
当せん
発表

売り
さばき

発売元
47都道府県

および 指定都市
受託銀行など

20

宝くじ発売の仕組み

宝くじ一枚の中身（平成28年度：販売総額8,452億円）

46.8％
（3,959億円）
当せん金として当せん者に
支払われます。

39.6％
（3,348億円）
収益金として発売元である
47都道府県および20指定都市へ
収められ、公共事業などに使われます。

12.3％
（1,038億円）
印刷経費、売りさばき手数料など

1.3％
（107億円）
社会貢献広報費
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平成29年度収益金の発売元別使途（例）
発   売   元 充 当 事 業 名 発   売   元 充 当 事 業 名
北   海   道 交通安全施設整備事業 東   京   都 子育て推進交付金事業
札   幌   市 学校改築事業 滋   賀   県 高等学校建設事業
青   森   県 道路建設改良事業 京   都   府 道路維持修繕事業
岩   手   県 高齢化少子化対策事業 京   都   市 少子化対策支援事業
宮   城   県 道路橋りょう整備事業 大   阪   府 児童福祉施設事業
仙   台   市 福祉施設整備事業 大   阪   市 スポーツ振興・施設管理事業
秋   田   県 子どもの居場所づくり促進事業 堺　      市 子ども医療費助成事業（少子化対策事業）
山   形   県 道路橋りょう新設改良事業 兵   庫   県 情報管理推進事業
福   島   県 道路橋りょう維持事業 神   戸   市 道路整備事業・公園整備事業
茨   城   県 芸術文化振興事業 奈   良   県 観光振興対策事業
栃   木   県 後期高齢者医療制度推進事業 和歌山県 道路改良事業
群   馬   県 福祉医療対策事業 鳥   取   県 道路維持修繕事業
埼   玉   県 保育所地域子育て支援事業 島   根   県 道路橋りょう維持修繕事業
さいたま市 高齢化少子化対策事業 岡   山   県 単県公共土木事業
千   葉   県 博物館・美術館管理運営事業 岡   山   市 高齢化少子化対策事業
千   葉   市 少子化対策事業 広   島   県 県立学校施設設備整備事業
神奈川県 小児医療費助成事業費補助事業 広   島   市 学校施設整備事業
横   浜   市 教育施設整備事業 山   口   県 県立学校施設整備事業
川   崎   市 高齢化少子化事業 徳   島   県 二十一世紀創造基金積立金事業
相模原市 道路整備事業 香   川   県 市町母子保健推進事業
新   潟   県 道路橋りょう維持事業 愛   媛   県 乳幼児医療給付事業、道路維持管理事業
新   潟   市 市民芸術文化会館事業 高   知   県 志国高知幕末維新博推進事業
富   山   県 高齢化少子化事業 福   岡   県 高齢化少子化対策事業
石   川   県 道路修繕事業 北九州市 高齢化少子化対策事業
福   井   県 少子化対策事業 福   岡   市 文教施設整備事業
山   梨   県 県単独道路整備事業 佐   賀   県 少子対策事業
長   野   県 生きがい推進事業、特別支援学校運営事業 長   崎   県 博物館運営事業
岐   阜   県 乳幼児医療費負担金助成事業 熊   本   県 高齢化少子化対策事業
静   岡   県 緊急地震・津波対策等交付金事業 熊   本   市 企業立地（誘致）促進事業
静   岡   市 高齢化少子化対策事業 大   分   県 道路環境整備事業
浜   松   市 子ども医療費助成事業、私立保育所処遇向上費助成事業 宮   崎   県 高齢化少子化対策事業
愛   知   県 交通安全施設整備事業 鹿児島県 公園維持管理事業
名古屋市 芸術文化振興事業 沖   縄   県 県単道路維持事業
三   重   県 道路・橋りょう・河川事業

（注）　上記のうち20市を除く47都道府県の収益金の使途には、公共事業などのほかに市町村振興補助金が含まれています。

放新 多熊
課潟 子本
後市 世県
児 帯
童 子
の 育
健 て
全 支
育 援
成 事
事 業
業

※ 新潟市各所にある放課後児童クラブを支援 ※ 3歳未満で、3人目以降の子どもの保育料を
する事業です。 無料にする市町村を支援する事業です。
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東 語共ザを ユと 協充 機 11 東ピ リ 。 ニ ン期会社 がなッ収充ン京 賛当案施イ公運バ日据ピ京

多言語案内板階段とスロープが併設された歩道橋

公共施設のユニバーサルデザイン化の例

＜参考＞
「ユニバーサルデザイン」▶障害の有無、年齢、性別、人種などにかかわらず多様な人々が利用しやすいようあらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方。
「バリアフリー」▶建築分野において段差などの物理的障壁の除去を指すことが多いが、より広く障害のある人の社会参加を困難にしている社会的、制度的、心理的な障壁の除去という意味でも用いられる。
【ユニバーサルデザイン2020行動計画（平成29年2月20日）】
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「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」よ

　

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い く宝 宝ん決た

ロ
ッ
ク
や
回
号
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

発
ご
と
に
発
売
さ
れ
て
い
る
宝
く
じ
で
す
。

東
北
自
治
、

　

ブ
ロ
ッ
ク
宝
く
じ
は
、

◉
売
時
期
や
賞

近
畿
、

ブ
ロ
ッ
ク

金 西
日
本
の
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

宝
体
系 く

じは
、そ
れ

東
京
都
、

ぞ
関
東

れ ・
の 中

部ブ ・

記目 選 と
の

　

タ◉
抽

　
◉ ◉ 字

載 せ 当を

　

数
さうテ ん せ選字

・
ビ
ン
ゴ
5

ん1
だかロ

ト
6

ナ
ン
バ
ー
ズ

ん
が
決
ま
り
ま
す
。

れ 異
せず
つ
選
ん
だ
数
字

数 ら 択選ヨっヨ個 た
ち
、

ん
て
、
が な4 で択コ て
、
字 口中 3 ズタン

　
て
、
コのん 5 決当 1がるま央 （ 4 数 式の3 バ3 き・マ数 （ ま 6 宝つ る1ナ せ 一を 等 で 数 にーマス字 り 致 よの の 字 く等ナ 除 ん か 個 ズ目が ス ま っ じかメ 数い

し
ま
し
た
。 金 らしの

点
、43 を3 当場一 ず てらの

（
申
込
数
字
）

字た のす。つ
、

5て 個 申数 （
ス せに致 の の 」 変

は
、7ラ 8 繰宝等い字

（
フ
ォ
ー
）し ん購成す 込リ 動等イ 中 計個

フ
ァ
イ
ブ りくまる（申数

シ
ッ
ク
ス
） 金入立る 9 む すまン かの 越じで個 字 額者すこ ） 込

ー
） るでの らマ個 しでの数 のると

「
ナ

の ひスの 当 ンタ

が
あ
り
ま
す
。

」数数 がは に 中 と
、

が自

に
点
、当 テ

で
、 と目

ケ
タ
の
数
字
を
申
し
込
む

　

主
な
も
の
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

が
で
き
る
点
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。 発ら

マ 行初せよ字）か バ4 売売が
せよ つにス わめんっとら ーケ り額・9

と
抽

れ
る
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
制
を
採
用

「
ナ

切
れ
が
な
く
い
つ
で
も
好
き
な
だ
け
買
う
こ
と 数

な
り
ま
し
た
。

か
ら

　

昭

　

ス
は 和

た
り
」ク「

ス
・

59 ラ
年 ック チラ 11
月 くッ に

「
は
ず
れ
」じ

チ

の
名
称
で
発
売
が
開
始
さ
れ
、

「
イ

が
分
か
る
宝
く
じ
で
す
。

は
く 削
じ
」

ン っ
ス平

成
たと タ そい

13ン のう ト 場名年く で称6
に月

「
当じ

」
  

宝

売
場

全
国

く
じ

は

に

通いサ宝 7 Ｔめるじ イく 1 Ｍ、ポ

　

宝て ト 提じ 、ス 0 コ く入 や 携タ の じ、 0 ン手ー 発電 ビ金か はすな 売車 ニ所 融、るど・情 な 専
こ で 機、駅報 ど 業と様な 購は 関
が々 全 のど、入 ・
でなに宝可国郵売
きメ掲く能約便場デまィ出じで公 1ア すを 式 万Ａ

局
、
を

す し は
。 て じ。

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

「入宝ャ れがか
ン宝でく て開らボく

　

平
きじ き始宝成宝じるが まさく26よパく公しれじソじ 年う 式 、のコ たに をサ 対イ 1ン 。なや含イ本象ン月
る タスむト年も にマ 「」 順ホほに10 ー予 ネナ定なぼお月次ッンでど全いか拡トバ
す て ーでて ら大販
。 、 ズ購のジはさ売」

ス数ほジみ
ク ャ字か ん
ラ にンな選ッ 、ボロ がチ択 宝ト よが式 く6 くあの じな 知るく のっよ どじ ての。や い

る

  

普
通
く
じ

  

ス
ク
ラ
ッ
チ
く
じ

  

数
字
選
択
式
宝
く
じ

宝くじの種類

発　売　団　体 名称・宝くじの種類

普通くじ
全 （内、ジャンボくじとして、ドリーム、サマー、国
自 年末、ハロウィン※1、バレンタイン※2）
治 全国自治宝くじ事務協議会

数字選択式くじ宝
く （ナンバーズ、ミニロト、ロト6、ロト7、ビンゴ5※3）
じ

スクラッチくじ

東京都宝くじ 普通くじ、スクラッチくじ

関東・中部・東北自治宝くじ 普通くじ、スクラッチくじ
ブ（関東・中部・東北自治宝くじ事務協議会の23道県、ロ
ッ 11指定都市で構成）
ク
く 近畿宝くじ 普通くじ、スクラッチくじ
じ（近畿宝くじ事務協議会の6府県、4指定都市で構成）

西日本宝くじ 普通くじ、スクラッチくじ
（西日本宝くじ事務協議会の17県、5指定都市で構成）

地域医療等振興自治宝くじ※4（栃木県） 普通くじ、スクラッチくじ

※1 平成29年度に「オータム」から名称変更
※2 平成29年度に「グリーン」から名称変更
※3 平成29年度から発売
※4 収益金は自治医科大学の施設整備や「高齢社会対策大綱」の実現に資するための事業に活用される

「買 パいソえつコ
本
年
全
国

るで 10 のンよもや月
う・スかど

売
場

に マらのこな ホはほでる な かもよ ど 、
!! 」で

買ど宝
えこく
るでじ
の は
?

  
1
0
0
0

 
た宝
めく
のじハ
ン
ド
ブ

高
額
当

ッせ
クん
者の

万
円
以
上

の

さ家シ を運 抱取で者以め突
　

ャ 「れのル
士
、行用 くるすに上に然【てア 臨プ う でに。 〜な 配の のそいドラ床 高こ あ 付 」宝 のバ

解
消
法
、あ 幸ま ど 額 はン心 当と ろすイ に た さ 運日ナ く、理 せつ 当を う れ 1 に】。ス りー じ士

、
いん せ かの 不目 、 る 0 戸と て金 高 らも 安当んハい 惑フ的のの ン 0とっ やせ金 額 読ァにフ わ0た 使 ドに 疑んをイ 当 む、ォい ブ な作専 弁 万 本ナ ロ 問者受ッせ い

成門ン護ー方
、のがけクん円た〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
取
組
状
況

宝イ
くン
じタ
財
源
ー
ネ
ッの

確
保
ト

を
活
用
の図

る拡大
に
よ
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●    ● ●   ●  ●
平
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平
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融
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銀
行
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電
磁
的
記
録
化

金
付
証
票
法
改
正

け ッ 銀 ネャ Hト 行 ッる バ パ（
イ ン 現

在
は

販
売
開
始

ン

を
可
能24

ネン キ
ン （ ッタ グ Hー に 三

ネ よ 菱
る U ・

28 銀
行
、

ト
販
売
開
始

・
4に
・

ト 1

ッ 口 F 1 楽ト

施
行
）座

引
落

J
銀

〜
）

天
販
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銀
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H

　

↓
宝
会
員
制
度

○
　

↓
○
ク

　
　
　

割
合

　
　　○
↓イ

クレ ※ほン
く レジ 全

宝
とタ

じ ジッ んー
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発
売
情
報

のの ッ
トカ 43 くどネ

導
入

じのッ・カー ト8 に宝
ード ％占く販

売
な

決
済保

有
者
が

ド ↓め
93 のる

じ
が

のど ・イイ
の 8 ン

対
象導

入
ン

受 ％タタ
け イ ーー

を
ジ

ン ネャ取
（
平
成 ネ

り
が

タ 28 ッッン
ー トトボ

可
能

ネ でで宝
ッ

に

年
度
販
売
実
績

購
入
可
能

く
ト
で
購
入
可
能

ー

購
入
可
能

じ
な

ベ ど
ににス な

） 宝
く

拡
大

に じ
の

特集● 地域のために歩む宝くじ

上
記
宝
く
じ
を

に

発
売
団
体
毎

整
理
す
る
と
左
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

宝くじ公式サイト

•http://www.takarakuji-official.jp/
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ま
もて年も〜

　

満
前用わる郡な

あ改）言 7 もたれのま景に

　

讃
た
、
り修 わ 0 濃こめるはん色岐はまさ 4 池こ池日「 が弘れ 、の 山古 「すれ 年はに 本讃う広、 脈墳 法 満。 弘て ）大由 最岐 が町 を

や 大 に仁 来濃大の るお 宝 。 背師遺 12 創 し池 シ級 香り 年 水 景
跡
、

空 築 て」の ン川、 年 間 で が に龍海（さ（い か ボ県、 め 、そ 神に 8 れ 7 ま町ん ル仲の」の 伝よ 2 た 0 すのがとと多ど
出 説っ 1 と 1 。名い言な度か

美小四豊のま
　

降
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

る 財族土
しさ季富町さ と

　

ひ が舞
いな折なはれ雨 町ま 多踊古

品
、

町命 か満て々 が 中わな くがのん濃き少 がり ま
く
、
な

の か今 が花 池たな 畑で 黄い ん
ど
、らも 有や の香く がす 水 色

育
ま

と
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。

の 伝ホ 恩川、 多 形。 は 水 い う・えタも恵県 大く
、 町無不 られルちに下 形な 足 輪夏 は れて ろ浴でど に のに 文い 歴 るんし、るの こ悩 花な 史化民、、

つ近フ町が
　
きてす課をで

　
町琴

　
農新な ァ い辺 内占例ま が題ど、人が南ま

が イ たしな 高 業うで めえ 、と 口合町んすり バ いそた 校べ 食 2 併 の となも るば 、が よの常ま 。 が し満て う もチい引 町 一イ 、 う に 万
す の 町 方 な て濃町 ャ止 のンい で な 向 人 レ。 世 の で く 誕町はめタて あ 取 き に づ街 ７ 他 生 ン、 、、帯 る「ーあ 満 仲平 く灯 り 組 合 し ジ

に 割 の か人ネり 南成 りな っ たも も ま で高 を 町 」口ッ、 て行 と なし町18 のす が がト山速 森 流い のべ ら っ いい た 年や 町
てが頂光 林 てっまう出町。、

 3 に へ

レ開町す表
　
を町ウに

　
Lン 着発」が 整立を的こ 平Eジ と・ 、 れ 手 Dし な 図活 成ブし近て ま産

備
し書用 25 でラて年 まい で し

し
、年すン 館、 業 民ま は し新 。農 て にデ 「 なが 間たす はィた 、も 業 どな 。 町の

。ン 、なの の 資Pか主 立グ特づ 複っ 金Fに 体 中
産 合 と

まんの
くた I

う町長 も で 学ノチ品り町 施 事
栗田 隆義 、 校ウャのので代 設・ 業ハ

ひ
ま
わ
り
の
町

未
来
を
見
つ
め
る

ロ
マ
ン
の
町

悠
久
の
歴
史
を
紡
ぐ

香川県

徳島県

高知県

愛媛県

まんのう町

M a n n o u - c h o

香
川
県

地
方
の
か
が
や
き

四国で唯一の国定公園「国営讃岐まんの
う公園」。広大な敷地にキバナコスモスを
はじめ、四季折々の花が咲く。

毎年10月の「まんのう町かりんまつり」の一環として行
われる「太鼓台かきくらべ」。夜空の下、各地区のきらび
やかな太鼓台が町を練り歩く。

▲標高1,000メートルを
超える大川山山頂にある
「まんのう天文台」から天
体観測ができる。

平成21年に小惑星の一つ
が「Mannoucho」と命名さ
れている。右は認定証。▶

町木「かりん」を使ったドリンクやのどあ
めなど、様々な製品が販売されている。土
産店、道の駅などで入手可能。

夏、国営讃岐まんのう公園で開催される
ロックフェス「モンスターバッシュ」。毎年
約5万人のロックファンが訪れる。

毎年6月、水田に水を供給するため満濃
池の水門を開く「ゆる抜き」が行われる。
田植え時期の到来を告げる行事。

P r o f i l e
人口｜18,828人（平成30年5月1日現在）
面積｜194.45㎢
URL｜http://www.town.manno.lg.jp/

香川県南西部の仲多度郡に属する町。讃岐山
脈の北麓に位置し、町の7割以上を山間部が
占める。森林資源に恵まれていることから、
「子ども」「森」「木のある暮らし」をキーワー
ドに、「みどりのまちづくり」を推進している。

町内のひまわり畑は約22ヘクタール。毎年7月には約120万本が開花する。

平成2年、安造田東三号墳から西アジアササン朝
ペルシャ産のモザイクガラス玉が出土。まんのう
町立図書館にはレプリカが展示されている。

まんのう町に伝わる2つの雨乞い踊り。
▲県指定無形民俗文化財「大川念仏踊（だいせ
んねんぶつおどり）」。
◀国指定無形民俗文化財「綾子踊」。

ま
ん
の
う
町



日本最大級のかんがい用ため池「満濃池」には、龍が棲むと伝えられている。 ひまわりオイルの開発・製造を担当する地域おこし協力隊。（写真左下／左から大崎賢一さん、渡邊健さん、安部隆一さん）

は
　
配同寺ナ観訪

　
ポ園濃が

　

、 ッこ信開市ビ光れそ を池訪年ま トのし 」発、 でるこ は れん を や や 間ア 多てし き人で じ国るの 文 1プ 近い 度、 るたま めう まリま 隣 化 営 3平津 ア 、ちん町 す 0成 の 財た ん内 プ 讃町 がの
28 がく の内の。 丸リ 岐 万、 「楽うあさ うの観 琴年 ま 人亀

30 まし町りん 町光 か平 ん の市んみはまの に以マ ら町 の 観、でなッ 、す観 は上 無と善 うがが町 光プ 。光 、のに 料共通んらを ス公満客

なこ
　
仕似た濃

　
がどあしら

　
で れ観

っとま掛体り池A満、る、移まき
所
の、正 ピ光て 町なんけ 、 載験 かR 龍 た

、
ま詳い ンス満 動の ら（ 巡 解く も でで の すま しをポ濃 すこ堪う りき 伝 すす 忍 拡 す卵 。いタッ池 が るの
　

。 ば 張。 る能町 説 情る が ア ット
の とでのせ 楽の た現 成 プ 報プのな上 ク魅てど 龍 し びき 実 長 リ をすピ

あ 空力 が く にイ ンる 、 ） し を る見りユ飛 ズ飛機 な 画 開 とがアを ニ て るま がプあ 行 るー いす び
出
能 面 表き こそ

リま
す

を で 工く 出ク 上 な との示。と な疑し満 夫なに現が が場さ
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「設しをくを搾わ
　
染開 7 上 1 りと

　
手 地の

　
ひ置、も、新っりそま花月が 2 でしもし 域種ま搾 町の て ま。 た にれり時上ひ すてとま0 かんは 振開油づ な作す ま わらま が育期旬 もし らの万発のく廃 興町るる すに てとたりを わ 、か 搾う「・ 校 本現たり の の 。 り らは。オのひ た はら っ町製め施と 。在特 で 柱、 イま だ 下畑20 れ減 たで造の設な 町産 は観 旬と ルヘで

は
て反 と はわ 油のプとっ 中 い 事品 な になク 政 す 、た り 賞 を専ラし が そた ひに く かりタ 業小 オ 策 る

門ンて し 黄 のひ 新ます 、 け、ー の 」べ改学 イ種て 毎スト 色て ル数ま にる 一 たわル くタを修校べ を終 にの年以はわ環 着 なり」 、

P ッブ主んグ食はす期率を
　っわク第を働３ッ

ク て フR 上人のや用質。待も多ひ りま 3 育し人や 特 い にうを で公 販オ オんが で高くまま セてまをツ に は盛 配に町促イ のき わ イ ク しイ 良ま い含 す 、 採地の ル ルし り うタ町んッ信 活 る、くん み 。 た用ひ 」に 健 」 域タ た オと 」ーがし 動 食 、 が 。、の し連ま 康オイ 「 農 お行ー の種た し町う
の
製用 、っ に こわ ・レル 「

な 載 てで 造ま を家こて り 町も の美イは グ しりド ブは ・ん がのいど、 の ビ 買フ 注 リラち ラ「 植容ン 販 5 協まを ひ の ひェ タゃ力ン ーいマ 上 物効酸 売す う 力ま月使イ ま ミをん デ ン取。「 質 油果含ン をひ わに隊。っス わウ」 ィ パりたブェをまンのりでが有E 担まー り稼員、
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Q3まんのう町を知るつの
uestion

ルンうまんの 町のマ ホー
Q これはいったい何?

ンまんテ ちゃん

デカパンをはいたこの子は誰? QQ 「
全
部
!
」って
意
味
。

「
意味っまんでがん」てど

んな ?

「まんでがん」は讃岐地方の方言
で「まるまる全部」の意味。つま
り、アプリ「まんでがんナビ」は「全部ナビするよ!」という思い
がタイトルに込められている。

健康・美容効果が期待できる「まんのうひまわ
りオイル」。オリーブオイルと同じような使い方
でOK。加熱せずパンにつけて食べても美味。

「まんのう町のひまわりちゃん」のホームページ
では、ひまわりオイルの製品情報のほか、ひまわ
りオイルを使ったレシピなども紹介している。
•https://himawari-chan.com/

町内には、まんのうひまわり牛を
使った「ひまわり牛肉うどん」を
メニューに加えている店もある。

「まんでがんナビ」は
App StoreやGoogle 
Playから入手可能。

満満
濃濃
池池
か近
ら辺
登で
場は
! 、伝
説
の
龍
が

わの ま
んのう町 ひ

ま
り畑から生ま

れた、元

気まんまんの
妖精。
子と満

ひまわりの帽

濃池の主様に
頂いた

お気に入りの
龍のポ
。ェットが目印シ

満濃池とホタ場 ル入 を口にあ 絵柄にる しマ たンホ 役のとお ーり ル、満濃池 。この絵る見公園 ほとり」で の「は5 ほた上旬 月ま 下で 旬ゲンジ からボ 6月タルが見頃。

ひまわりで新たな特産品を開発
ひまわりオイル事業

満濃池から伝説の龍が飛び出す!?
町巡りが楽しくなる観光アプリ
まんのう まんでがんナビ」
を無料配信
「



FRS/Family Radio Service
GMRS/General Mobile Radio Service

お問い合わせ先

詳しくは、総務省 電波利用ホームページへ
http://www.tele.soumu.go.jp/
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載や表 いて
さ無示 る
れさ 線のたれ 機？銘て 器板い のまま 型たす 式は。 名取称扱・

不法電波は下記の
ような無線に重大な
影響を与えます

携帯電話やPHS：内蔵バッテリー
を取り外した部分

スマートフォンなどでは、液晶画面
に表示される場合もあります

無線LAN 据え置き型の機器：底面 無線LAN USB タイプの機器：背面

鉄道無線

消防・救急無線

テレビ・ラジオ

スマートフォン・携帯電話

防災行政
無線

正しく知ろう! 電波利用のルール
～無線機器の使用には技適マーク 　 の確認を～

♯7119の普及を推進中！
さらなる安心・安全を全国へ
～救急車を呼ぶ? 呼ばない? 迷った場合は♯7119に相談を～

電波利用

い応にを判の相ばー
　
ら方急急防業
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• 医師・看護師・相談員が相談に対応
 ・ 病気やけがの症状を把握
 ・ 緊急性、応急手当の方法、受診手段、
  適切な医療機関などについて助言
• 相談内容に緊急性があった場合、
 直ちに救急車を出動させる体制を構築
• 原則、24時間365日体制

住民
• 病院に行った方がいいの?
• 救急車を呼んだ方がいいの?
• 応急手当はどうしたらいいの?

専用回線

♯7119

♯7119（救急安心センター事業）

緊急性の
高い症状

迅速な救急車の出動

緊急性の
低い症状

医療機関の案内

迷ったときは

緊急電話相談

医療機関案内

【都道府県単位】
宮城県（約233万人）
埼玉県（約727万人）
東京都（約1,352万人）
新潟県（約230万人）
大阪府内全市町村（約884万人）
奈良県（約136万人）
福岡県（約510万人）
【一部実施】
札幌市周辺（約205万人）
横浜市（約372万人）
神戸市（約154万人）
田辺市周辺（約9万人）

全国民の37.9%

実施（県単位） 平成30年度実施予定
実施（一部市町村） 未実施
類似番号で実施
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♯7119の実施状況（本年４月１日現在）
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れ所あ 可 公ま 投要 住度政国に ら在 に し区す 市 で 外ずのた 館 で で に寄 能 でよ 、 は ょ 票 国 選

。 町り に確っ 外 はに区 も 公 す挙居国 で す が にり て 、
な 公 うの 提認 町 行出。在 村 投で館あ。の住、 は 外在在 出を り村へ館う国 外 の 票きにる 投す、

出国時登録申請から投票まで

在外選挙人名簿への登録資格

※ 詳しくは、市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

在外選挙 出国時登録申請 始まる!
～海外で国政選挙に投票するための申請が国内でできるようになりました～

○年齢満18歳以上の方 ○国内の最終居住地の市区町村の選挙人名簿に登録されている方
○日本国籍をお持ちの方 ○国外に住所を有する方

※ 在外公館申請の場合、3か月以上住所を有していることが確認された後に登録されます。

S T

1
E P 国外への転出届を出す際に、
在外選挙人名簿への登録を申請する！
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S T

3
E P 在外選挙人名簿へ登録完了！

在外選挙人証」が発行される！「
S T

4
E P
在外選挙人証を持って投票する！

S T

2
E P
外国に居住後、在留届を提出する！

〈申請の際に必要なもの〉
•在留届で国外の住所を
 確認して名簿に登録
 しますので、忘れずに
 提出してください。
•在留届は、最寄りの在外公館や
 インターネットで提出できます。

•国外の住所が確認されると、
 名簿に登録されます。
•名簿に登録されると、「在外選挙人証」が
 交付されます。
•在外公館から連絡があるので、最寄りの
 在外公館において、または郵送により、
 在外選挙人証を受け取ることになります。
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•投票の際は、在外選挙人証が必要です。
•国政選挙の際は、外国で、在外公館における
 投票、または郵便による投票ができます
（一 時帰国している場合は、国内でも投票
 できます）。
※ 在外公館で投票する場合は、在外選挙人証と身分証明書（旅券など）を持参してください。
※ 郵便で投票する場合は、投票用紙などの請求を行う際に在外選挙人証を同封してください。
※ 国内で投票する際も、在外選挙人証を持参してください。

在外公館での
申請も引き続き
受け付けて
います!

【本人の申請】
•本人確認書類（旅券、マイナンバーカード、
 運転免許証、官公庁の身分証など）
【申請者から委任を受けた方の申請の場合】 国内
•申請者の本人確認書類　•申請者の申出書
申請に来ている方の本人確認書類 (　　　) 市区町村選挙

•  管理委員会

※ 在外選挙人名簿への登録を申請できるのは、国内の最終住所地の市区町村の選挙人名簿に登録
　 されている方です。
※ 申請できる期間は、転出届を提出した日から転出届に記載された転出予定日までの間です。
※ 申請は、申請者本人か、申請者から委任を受けた方ができます。

出国
在留届を提出

在外公館
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お問い合わせ先

サービス産業動向調査ホームページ

サービス産業動向調査実施事務局

Tel. 0120-250-069 平日9:00 ～ 18:00

https://www.stat.go.jp/data/mssi/index.html

※総務省は、サービス産業動向調査の業務を（株）インテージリサーチと
　（株）サーベイリサーチセンターの共同企業体に委託しています。
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出典）総務省「サービス産業動向調査　平成28年拡大調査結果（確報）」
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出典）総務省「サービス産業動向調査　平成28年拡大調査結果（確報）」
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世界にはばたく 総務省
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～G7イノベーション大臣会合の結果～
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G7イノベーション大臣会合の模様

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　メール｜kohoshi@soumu.go.jp

e d i t o r i a l  n o t e

分野別の主な取組

情報通信

消防 郵便

行政相談地方自治

統計

防災ICTシステム
防災分野での活用
各国の状況やニーズに
きめ細かく対応した一
貫したソリューションを

MDRU
提供できるという日本の
強みを生かしつつ、各国に適した
防災ICTシステムを展開。
各国の防災対応能力向上に貢献。

放送コンテンツ
日本の魅力を発信
訪日観光客の増加、地
域産品の販路拡大、地
方創生などに資する
放送コンテンツの国
際共同制作を促進。

日本の消防技術・制度による貢献
高い品質の日本の消
防用機器の特徴を海
外に向けて情報発信。
日本の規格・認証制度
を浸透させ、日本製品
の輸出を促進。

郵便・郵便局を活用した
ビジネス・サービスの展開
郵便インフラシステムの高度
化ニーズが高まっている国に
対し、郵便業務の技術指導協
力などを通じ、郵便品質の向
上の支援および郵便・郵便局
を活用した各種ビジネス・サー
ビスに係る案件受注を促進。

統計作成・提供の高度化
日本の統計ICTシステムの中から、諸外国のニー
ズが高いオンライン調査システムなどを展開。諸
外国へ導入支援することで当該国の統計作成・
提供の高度化に貢献。

地方自治制度分野における
国際協力
アジア諸国の地方行政職員を対
象に、定期的に各国の抱える課
題に対応した意見・情報などの
交換を実施。

行政苦情救済分野に関する国際協力
国民からの相談を端緒として行政運営の改善を
図る日本の行政相談制度について、その意義や有
効性を発信し、アジアを中心とした諸外国の行政
苦情救済制度の強化に貢献。

電波システム
優れた電波システムの展開
諸外国のニーズが高い電波監
視、気象・防災、交通・宇宙の三
分野を重点分野として、電波監
視システム、固体素子型気象
レーダー、空港における検知シ
ステムなどについて、現地での
実証実験などを通じた展開。

総務省全体の総合的・戦略的な海外展開
本戦略を基に、会談やイベントで、分野横断的な連携・アプローチ強化を図り、

総合的・戦略的な海外展開を推進

アンシップEU副委員長（デジタル単一市場担当
とともに（左から富永総務審議官、アンシップEU副
委員長、大串経済産業大臣政務官）

）

総務省海外展開戦略を策定しました!
～世界に貢献する総務省アクションプラン～
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